
平成２５年度 部局長マネジメント方針 

 

 協働のまちづくり部長 

  中
なか

 尾
お

 悟
さとる

 

仕事に対する基本姿勢 

 

わたしは、生を受けてこの方、東大阪市で育てられ、学び、遊び、就職し、家庭を持ち、

子どもを育ててきました。そして、今日も東大阪市で生活しています。 

このようなわたしが、平成２４年４月に東大阪市役所に市民協働の専門部署として新設さ

れた「協働のまちづくり部」の初代部長として仕事に当たっていますことは、その職の責任

の重大さに身も心も引き締まる一方、わたしの大好きな東大阪市のまちづくりを市民の皆さ

んと一緒に考え、実践できることをとても喜び、楽しんでいます。 

市民の皆さんがこのまち東大阪市に住み続けたいと思ってもらえるよう、また他所の人が

東大阪市に住んでみたいと思ってもらえるようなまちづくり、市民の皆さんが自分たちのま

ちは、自分たちでつくるんだと思ってもらえるようなまちづくり、「東大阪市版地域分権」の

仕組みづくりを、市民の皆さんと一緒に知恵と力を出し合い、すすめていきたいと考えてい

ます。 

地域のまちづくりに取り組んでおられる市民の皆さんを全面的にバックアップするため、

市役所を挙げて取り組んでいきます。 

 

平成２５年度に取り組む重点課題 

 

１ 「まちづくり意見交換会」開催と「地域サポート職員」の配置 

 

地域でまちづくりに取り組んでおられる団体や個人、これからまちづくりをやってみよう

と思う市民の皆さんが一堂に会し、地域のまちづくりの情報交換や連携を行える「まちづく

り意見交換会」をリージョンセンターで継続して開催します。 

また、地域の皆さんと市役所をつなぎ、地域のまちづくり活動を側面から支援する「地域

サポート職員」を配置し、地域の実情に応じた「東大阪市版地域分権」の仕組みについて共

に考えていきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防犯灯・防犯カメラなどの整備の支援拡充 

 

安全・安心なまちづくりにつながる、自治会の皆さんが自主的に設置管理する防犯灯や防

犯カメラの整備に対する支援を拡充します。 

防犯灯については、前年度に比べて金額で１．９倍、台数で１．５倍の設置助成を行い、

より明るく環境に配慮したＬＥＤ防犯灯の設置を促進します。 

防犯カメラについては、前年度に比べて金額・台数で１．７倍の設置助成を行い、より一

層の街頭犯罪の未然防止をめざします。 

 

３ ＮＰＯ法人・市民活動団体の活動支援の充実 

 

ＮＰＯ活動や市民活動の専門家である「ＮＰＯアドバイザー」をＮＰＯ・市民活動支援課

に配置するほか、団体の設立や運営に関する実務研修会の開催を通じて、ＮＰＯ法人の設立

運営や市民活動に関する相談や情報発信、団体間の連携促進など、ＮＰＯ法人・市民活動団

体の組織や活動の基盤強化につながる支援を充実します。 

また、ＮＰＯ法人や市民活動団体の市民活動に関する情報が簡単に発信・共有され、連携

や交流につながり、さらに多くの市民がこれらの活動により一層関心を持てるよう、インタ

ーネット市民活動情報サイト「スクラムは～と」の機能を拡充します。 

http://higashiosaka.genki365.net/

